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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　前身頃、後身頃、股部及び脚部からなる男性用下着において、湾曲状の前身側及び後身
側圧接用生地を夫々前身側並びに後身側ウエスト部の脇部付近から股部に至る位置まで延
びて構成すると共に、前身側及び後身側圧接用生地の夫々の下方部に股部生地縫着用部位
と脚部周り形成用部位を夫々設け、
　前身頃における中央縦方向の部位に、伸縮性生地のみで形成された、凸状に膨出した膨
出部を有する陰部用被覆部を有し、
　前記陰部用被覆部および前記陰部用被覆部と前記前身側圧接用生地との間において、下
垂した下腹部または臀部の弛みを持ち上げるシルエット効果を奏する圧接用生地の部位は
なく、かつ、前記圧接用生地よりも伸び率が大きい伸縮性生地のみから形成されているこ
とを特徴とする男性用下着。
【請求項２】
　前身頃、後身頃、股部及び脚部からなる男性用下着において、湾曲状の前身側及び後身
側圧接用生地を夫々前身側並びに後身側ウエスト部の脇部付近から股部に至る位置まで延
びて構成すると共に、前身側及び後身側圧接用生地の夫々の下方部に股部生地縫着用部位
、脚部形成縫着用部位並びに脚部周り形成用部位を夫々設け、
　前身頃における中央縦方向の部位に、伸縮性生地のみで形成された、凸状に膨出した膨
出部を有する陰部用被覆部を有し、
　前記陰部用被覆部および前記陰部用被覆部と前記前身側圧接用生地との間において、下
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垂した下腹部または臀部の弛みを持ち上げるシルエット効果を奏する圧接用生地の部位は
なく、かつ、前記圧接用生地よりも伸び率が大きい伸縮性生地のみから形成されているこ
とを特徴とする男性用下着。
【請求項３】
　股部生地を伸縮性に富んだ編地で形成すると共に、編地の編立方向を身体の身丈方向と
直角方向に配置したことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の男性用下着。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、着用時のシルエット性の補正効果が十分に発揮されるように構成した男性用
下着に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スポーツ用或いは体形補正用パンツなどの下着において、伸縮性及び非伸縮性生
地を適宜に配置してパンツを形成するようにしているが、特に前身頃の中央部分に伸びの
少ない非伸縮性生地を配置して形成された男性用パンツの場合は、前身頃中央部の生地の
伸びが少ないために、男性の陰部が強く押圧されて履き心地（着用感）が悪くなり、また
着用時のシルエット性（外観）が十分に発揮されず、見栄えや着用時のスマートさに欠け
るなどの欠点があった。
【０００３】
【特許文献１】実用新案登録第３１２７１８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　解決しようとする問題点は、前記の如く、前身頃の中央部分に伸びの少ない非伸縮性生
地を配置して形成された男性用パンツの場合は、前身頃中央部の生地の伸びが少ないため
に、男性の陰部が強く押圧されて履き心地（着用感）が悪くなり、また着用時のシルエッ
ト性（外観）が十分に発揮されないなど、着用者には十分な満足感が得られ難い点が多く
みられるのである。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、上記問題点に鑑み、前身頃、後身頃、股部及び脚部からなる男性用下着にお
いて、湾曲状に形成された前身側或いは後身側圧接用生地をウエスト部の脇部付近から脚
部側まで延びて形成することにより、前身側及び後身側圧接用生地を介して肌部分が圧接
され、且つ内側及び上側へ寄せられることにより、下垂した下腹部や臀部などの弛みがな
くなり、且つシルエット効果が十分に発揮されるようにしたものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明は、前身頃、後身頃、股部及び脚部からなる男性用下着において、湾曲状に形成
された前身側及び後身側圧接用生地をウエスト部の脇部付近から脚部側まで延びて左右夫
々形成したことにより、前身側及び後身側の肌部分が圧接される、即ち、左右夫々の脇部
、下腹部の下辺部、脚部内側において肌面が圧接され、更に突出状の臀部の下辺部が伸び
の少ない圧接用生地を介して肌面側に圧接されると共に内側及び上側へ寄せられることに
より、下垂した下腹部や臀部などの弛みを持ち上げ、立体的で美しいシルエットを形成す
る効果が発揮される。また中央の陰部周辺は、上記圧接用生地の部位はなく、伸縮性生地
のみから形成されて陰部を過度に圧迫しないため、着用時の履き心地が良く、また脚部の
運動が妨げられることもなく、屈伸時や座った状態において、陰部の締め付けによるスト
レスがなく、シルエット性、着心地、運動性のバランスなどに優れた下着が得られるので
ある。
【発明を実施するための最良の形態】
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【０００７】
　本発明の最良の実施形態について、以下実施例並びに図例に基づいて説明する。
【実施例１】
【０００８】
　図１～図５、図９～図１０及び図１３は、通常の男性用ボクサー型パンツについて図示
したもので、特にシルエット性に優れたパンツ１に関するものである。上記各図において
、３は前身頃、４は股部、５は後身頃、７はウエスト部、８は伸縮性に優れた周知のウエ
スト用バンド、９は脚部、１０は腹部、１１は同腹部１０の中央部に設けられ、且つ伸縮
性生地で形成された陰部用被覆部である。
【０００９】
　尚、同被覆部１１を形成する周知の手段としては、例えば経、横方向に伸縮性の優れた
平編地による長方形状の生地１２を４枚準備しておき、且つ側縁部１３を予め、凸状曲線
状に裁断しておき、同側縁部１３を一体的に重合、縫着１４しておくのである。更に重合
、縫着１４された重合生地１２、１２、１２、１２の最上層部及び最下層部の生地１２、
１２を夫々反転して縫着部１４を生地内部に封じ込めることにより、凸状に膨出した縫着
部１４を有する陰部用被覆部１１が得られ、腹部や男性用陰部を過度に締め付けず、柔ら
かく被覆できるのである。尚、陰部用被覆部１１の股部側の下端部は、周知の手段により
、股部生地１７側に接続縫着されるようにしてある。
【００１０】
　また股部生地１７としては経、横方向に伸縮性に優れた略長方形状の平編地を用いてお
り、且つ同生地１７を横生地使い（編立方向を身丈方向と直角方向に）にして用いるよう
にしている。これによって股部に十分な伸縮性が付与され、脚部の付け根部分の前後運動
や屈伸運動などが極めて容易となり、且つ圧迫感がなくなるので、履き心地が極めて良く
なり、着用感に優れたパンツが得られるのである。
【００１１】
　１５、１５は、陰部用被覆部１１の両側の部位に夫々設けた腹部における一対の脇部側
被覆部で、略三角形状の伸縮性に優れた平編地で形成され、腹部の両脇部側を柔らかく被
覆できるようにしてある。尚、陰部用被覆部１１及び脇部側被覆部１５の代わりに、例え
ば伸縮性に優れた平編地による１枚生地若しくは２枚の重合生地を腹部１０全体に配置す
るようにしてもよい。
【００１２】
　２０は湾曲した帯状の前身側圧接用生地で、前身頃の脇部側ウエスト部２１及び脇部側
縁部２３の上方部位から脚部９側に延びて形成され、且つ同生地２０の脚廻り下縁部２２
は、前身側の脚部周り２５の一部を形成すると共に、同生地２０の股部側下縁部２６は股
部生地１７側に接続縫着されるようにしてある。尚、前身側圧接用生地２０は、伸び率が
小さく、且つ伸縮パワーの大なるパワーネット生地（ラッセル編機によるラッセル編地）
で形成されるようにしてある。
【００１３】
　また前記前身側圧接用生地２０の脇部側下方位置には、略三角形状の伸縮性に富んだ平
編地による脇部側裾部用生地２７を設けて前身側脚周り２５の一部を形成すると共に、脚
部周りに伸縮性を付与するようにしてある。
【００１４】
　更に着用時における前記圧接用生地２０について、ウエスト部７及び腹部１０の脇部側
から前身側脚部周りに至る部位では、パンツを履いた際、前記圧接用生地２０が肌面に圧
接されると共に、同生地２０が肌面の内側及び上側方向へ引き寄せられるため、下垂した
下腹部や臀部の弛みが持ち上げられ、身体にフィットした立体的で美しいパンツのシルエ
ット性が強調されるのである。
【００１５】
　３０は後身頃に設けた略半円状の臀部被覆用生地で、経、横方向に伸縮性に優れた平編
地で形成してあり、また同被覆用生地３０の裏面側（内面側）で、且つ中央縦方向の部位
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には、ゴム紐などによる伸縮性細幅生地３２を縫着３３し、尻部における凸状臀部の谷間
への同生地３２の食い込みを可能にし、更に臀部の谷間下方部においてはギャザー部３９
を形成して凸状臀部のシルエット性をより明確化、強調されるようにして、着用時のヒッ
プアップ効果が高められるようにしている。尚、臀部被覆用生地３０の股部側下端部は、
周知の手段で股部生地１７側に縫着されるようにしてある。
【００１６】
　３５は湾曲した帯状の後身側圧接用生地で、後身側の脇部側ウエスト部２４及び脇部側
縁２３の上方位置付近から股部生地１７との接続縫着位置及び後身側脚部周り３４の一部
を形成するようにしてある。即ち後身側圧接用生地３５の下方部には、股部側下縁部３６
及び脚部形成用縁４０を設け、同股部側下縁部３６を股部生地１７側に接続縫着し、また
前記脚部形成用縁４０は後身側脚部周り３４の一部を形成するようにしてある。尚、前記
後身側圧接用生地３５としては、前記圧接用生地２０の場合と同様に、例えば高吸放湿性
ナイロン糸条にて編成した伸縮パワーの大なるパワーネット生地を用いているもので、パ
ンツを履いた際、同生地３５が脚部内側面から臀部の脇部側周面に至る部位が圧接される
とともに内側及び上側へ寄せられるため、着用時の臀部の両突出部がより明確に表現され
、シルエット性の優れた効果が得られるのである。
【００１７】
　また湾曲した帯状の前記後身側圧接用生地３５の脇部側下方位置には、略三角形状の伸
縮性に富んだ平編地による下方生地３８を設けて後身側脚周り３４の一部を形成すると共
に、前記脇部側裾部用生地２７と下方生地３８と脇部側で接続、縫着するようにしてある
。また股部４には、横生地使いによる股部生地１７を設けて縫着しているため、股部４の
位置では伸縮性が十分に付与されて履き心地が極めて良くなり、また着用時は伸縮性に富
んだ股部により、脚の付け根部分の運動が容易で、圧迫感がなく、良好な履き心地が得ら
れるのである。
【００１８】
　尚、前身側及び後身側圧接用生地としては、例えば高吸放湿性ナイロン糸条にて編成し
た伸び率が小さく、且つ伸縮パワーの大なるパワーネット生地（ラッセル編機による生地
）を用いているもので、生地使いとしては、生地の編立方向をパンツの経方向（身丈方向
）に用いるようにしてある。
【００１９】
　本実施例においては、前記圧接用生地の糸使いとして、ナイロン糸７０％、ポリウレタ
ン系弾性糸３０％を用いており、その他平編地による身生地部分１１、１５、２７におい
ては、ナイロン糸８５％、ポリウレタン系弾性糸１５％を用いており、更にウエスト用バ
ンド８においてはナイロン糸５０％、ポリエステル系繊維３０％、レーヨン糸１０％、ポ
リウレタン系弾性糸１０％を用いている。
【００２０】
　また上記素材構成において、前記圧接用生地の伸び率は経方向８．０％、横方向１０．
４％であり、その他身生地部分の伸び率は経方向９３．７％、横方向５２．４％であった
。上記伸び率とは、オートグラフを使用して、一定荷重化での生地の伸び率（＝伸張／元
長×１００、単位：％）を測定した値である（規格：ＪＩＳ－Ｌ－１０１８）。
【実施例２】
【００２１】
　図６～図８、図１１～図１２及び図１４は、脚部の長いタイプの男性用ボクサー型パン
ツについて図示したもので、特にシルエット性に優れたパンツ５０に関するものである。
尚、図面において、５３は前身頃、５４は股部、５５は後身頃、５７はウエスト部、５８
は伸縮性に富んだ周知のウエスト用バンド、５９は脚部、６０は腹部、６１は同腹部６０
の中央部に設けられ、且つ伸縮性生地で形成された陰部用被覆部で、同被覆部６１は、凸
状に膨出した縫着部６４を設けてあり、且つ同被覆部６１は、実施例１の被覆部１１の場
合と全く同じ構造で形成されたもので、腹部や男性用陰部を過度に締め付けず、柔らかく
被覆できるようにしてある。尚、陰部用被覆部６１の股部側下端部は、周知の手段により
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、股部生地６７に接続縫着されるようにしてある。
【００２２】
　また股部生地６７としては経、横方向共に伸縮性に富んだ長方形状の平編地を用いてあ
り、且つ同生地６７は横生地使い（編立方向を身丈方向と直角方向に用いた横生地使い）
にして用いるようにしてある。６５、６５は、夫々陰部用被覆部６１の両側の部位に設け
た一対の脇部側被覆部で、略三角形状に形成され、且つ経、横方向共に伸縮性に富んだ平
編地で形成され、腹部の両脇部側を柔らかく被覆できるようにしてある。
【００２３】
　７０は湾曲した帯状の前身側圧接用生地で、前身頃の脇部側ウエスト部７１及び脇部側
縁部７３の上方部位から脚部５９側に延びて形成され、且つ同生地７０の脚廻り下縁部７
２は、前身側の脚部周り７５を形成すると共に、同生地７０の股部側下縁部７６における
上側部位、即ち股部生地縫着用部位は、股部生地６７側に接続縫着されるようにしてあり
、更に股部側下縁部７６における下側部位、即ち脚部形成縫着用部位は、後身側圧接用生
地８５の股部側下縁部８６における下側部位と一体的に接続縫着され、脚部５９の内側下
方部を形成するようにしてある。従って前身側及び後身側圧接用生地７０、８５の股部側
下縁部７６、８６における夫々の下側部位を一体的に接続縫着することにより、脚部５９
の下側部位が、伸縮パワーの強いパワーネット生地で形成されるので、これにより実施例
１のパンツ１に比べて、脚部内側部の締め付けが強くなり、脚部のシルエット効果が益々
高められるのである。
【００２４】
　また前記前身側圧接用生地７０の脇部側下方位置には、略三角形状の伸縮性に富んだ平
編地による前身側下方生地７７を設けて前身側の脚周り７５の一部を形成すると共に、脚
部周り７５に伸縮性を付与するようにしてあり、更に同下方生地７７の脇部側縁部を後身
側における下方生地８８の脇部側縁部に接続縫着するようにしてある。
【００２５】
　尚、前記前身側圧接用生地７０の糸使い及び生地使いとしては、実施例１における前身
側圧接用生地７の場合と同様に、例えば高吸放湿性ナイロン糸条にて編成した伸縮パワー
の大なるパワーネット生地（ラッセル編機による生地）を用いており、更に生地使いとし
ては、生地の編立方向をパンツの経方向（身丈方向）に用いるようにしてある。尚、前記
圧接用生地７０に用いるパワーネット生地は、経方向（編立方向）には伸び難く、横方向
には若干伸び易い生地を用いるようにしてある。また平編地によるその他身生地部分６１
、６５、７７についても実施例１の場合と同様の糸使いとなっている。
【００２６】
　８０は後身頃の中央部に設けた略半円状の臀部被覆用生地で、経、横方向に極めて伸縮
性に富んだ平編地で形成してあり、また同被覆用生地８０の裏面側（内面側）で、且つ中
央縦方向の部位には、ゴム紐などによる伸縮性細幅生地８２を縫着８３し、尻部における
凸状臀部の谷間への同生地８２の食い込みを可能にし、更に臀部の谷間下方部においては
ギャザー部８９を形成して凸状臀部のシルエット感をより明確化されるようにして、着用
時のヒップアップ効果が高められるようにしている。尚、臀部被覆用生地８０の股部側下
端部は、周知の手段で股部生地６７側に縫着するようにしてある。
【００２７】
　８５は湾曲した帯状の後身側圧接用生地で、後身側の脇部側ウエスト部７４及び脇部側
縁７３の上方位置付近から脚部５９側に延びて形成され、且つ同生地８５の脚廻り下縁部
８７を介して後身側の脚部周り９０を形成すると共に、股部側下縁部８６における上側部
位、即ち股部生地縫着用部位は、股部生地６７側に接続縫着されるようにしてあり、更に
股部側下縁部８６における下側部位、即ち脚部形成縫着用部位は、前述の如く前身側圧接
用生地７０の股部側下縁部７６における下側部位と一体的に接続縫着され、脚部５９の内
側下方部を形成するようにしてある。
【００２８】
　従って脚部５９の内側下方部位が、伸縮パワーの強いパワーネット生地で形成され前述
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同様に、脚部内側部の締め付け力が強くなり、脚部のシルエット効果が益々高められるの
である。尚、前記圧接用生地８５としては、前記の前身側圧接用生地７０と同様に例えば
高吸放湿性ナイロン糸条にて編成した伸長パワーの大なるパワーネット生地を用いている
もので、脚部内面から臀部の脇部側周面に至る部位を引き締めることにより、着用時にお
ける臀部のシルエット感が、十分に発揮される効果が得られるのである。
【００２９】
　また湾曲した帯状の後身側圧接用生地８５の脇部側下方位置には、略三角形状の伸縮性
に富んだ平編地による下方生地８８を設けて後身側脚部の脚周りの一部を形成すると共に
、後身側の脚部周り９０に伸縮性を付与するようにしてある。
【００３０】
　図１５に、本出願人製造の従来品と実施例１及び２の本発明品のボクサー型パンツを着
用した時の臀部３次元計測の比較結果を示す。測定は（株）浜野エンジニアリング製三次
元人体計測装置（型式：３ＤＩ－Ｈ－１１００－Ｓ／Ｒ）を使用した。本発明品はサポー
ト機能を付与していない従来品に比べ、着用時の臀部隆起部の形状が明確に表れており、
前述した本発明のシルエット効果の裏付けを示すものである。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　下着としては、ボクサー型パンツ以外に、猿股類やズボン下などのなど各種の広範囲の
商品に適用することが可能である。また本実施例では前身側及び後身側圧接用生地を別の
部片として形成しているが一体の部片として形成してもよい。また前身側及び後身側圧接
用生地として締め付けパワーを大きくする方法は本実施例に限らず、編地による締め付け
パワー調整や、樹脂プリントによる締め付けパワー調整など、周知の方法を用いることを
妨げるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３２】
【図１】本発明の実施例１によるパンツ着用時の前身側概略斜視図である。
【図２】本発明の実施例１によるパンツ着用時の後身側概略斜視図である。
【図３】本発明の実施例１によるパンツ着用時の側面側概略斜視図である。
【図４】本発明の実施例１によるパンツの陰部用被覆部における膨出型被覆用生地を重合
、縫着した状態の斜視図である。
【図５】図４において生地端縁部が重合縫着された被覆用生地を反転して縫着部を封じ込
みするようにした作用説明用斜視図である。
【図６】本発明の実施例２によるパンツ着用時の前身側概略斜視図である。
【図７】本発明の実施例２によるパンツ着用時の後身側概略斜視図である。
【図８】本発明の実施例２によるパンツ着用時の側面側概略斜視図である。
【図９】本発明の実施例１によるパンツの前身側裁断生地の概略平面図である。
【図１０】本発明の実施例１によるパンツの後身側裁断生地の概略平面図である。
【図１１】本発明の実施例２によるパンツの前身側裁断生地の概略平面図である。
【図１２】本発明の実施例２によるパンツの後身側裁断生地の概略平面図である。
【図１３】本発明の実施例１によるパンツの股部生地１７周辺の概略平面図である。
【図１４】本発明の実施例２によるパンツの股部生地６７周辺の概略平面図である。
【図１５】従来品と本発明にかかるボクサー型パンツ着用時の臀部３次元計測比較結果で
ある。
【符号の説明】
【００３３】
　　　１　　男性用パンツ
　　　３　　前身頃
　　　４　　股部
　　　５　　後身頃
　　　９　　脚部
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　　１０　　腹部
　　１１　　陰部用被覆部
　　１７　　股部生地
　　２０　　前身側圧接用生地
　　２７　　下方生地
　　３５　　後身側圧接用生地

【図１】

【図２】

【図３】
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